
夜更かしと　溶かす金色の
三層目の殻を　珊瑚で結んでさ
袖を振るう時を謀れ　さあ
大路を走っては　砂煙に巻いた

ほら　聞いちゃった　聞いちゃった
ああ　察しちゃった　察しちゃった
だって　こんなの恋じゃない　絶対恋じゃないだって　こんなの恋じゃない　絶対恋じゃない
本物は何処？

この病、舞、参って　潰した頬に
伝染れ　伝染れ　仮初の春
三十九が小指で示す
勘違い、外、害も為す心を
探さないで　閉じた"架空恋慕"
空集合は誰に酔う？　掟めを超えて空集合は誰に酔う？　掟めを超えて――

メモ書きを　ドブに投げ棄てて
憐れな舞台装置を　今日も眺める
剥き出しの　呪詛を吐かれ　尚
針が傾くのは　欲まみれの鼓動

でも　識っちゃった　識っちゃった
やだな　感じちゃった　感じちゃった

罹ったのは　故意じゃない
誓って故意じゃないのに　なぜ泣くの？

あ。　切っちゃった　切っちゃった
また　刺しちゃった　刺しちゃった

だって　そんなの痛いじゃない　絶対痛いじゃないだって　そんなの痛いじゃない　絶対痛いじゃない
鏡が濁る！

意味不明、迷、滅入って　封じた声と
忘れ去られ　乾いた讃歌(うた)の

運命論を片目に刺して
大嫌い、Lie、未来も望めぬ窓
揺らさないで　照らす葉先を

共通項の影法師　容を留めて共通項の影法師　容を留めて――

階段を登っても　処方箋は見えない
どっちを捲っても　決して罪は消えない

揺れる

この病、舞、参って　歪めた頬に
映れ　映れ　墨染めの春
四十二がその身を砕く

大嫌い、Lie、未来を壊した手を大嫌い、Lie、未来を壊した手を
許さないで　明日の"架空恋慕"

空集合は誰に酔う？　答えはきっと――

ほらね　こんなの恋じゃない
絶対恋じゃない　ない　ない！


